
科目
区分

専門教育科目 科目名
科目
コード

30201 担当者

卒業要件

免許・資格
要件

誠実な人柄と
人間力
（尽心）

高度な知性と
創造力
（創造）

明確な意志と
実践力
（実践）

１． ○

２． ○

３． ○

４．

５．

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

適宜プリントを配布

受講生へのメッセージ

記憶より好奇心・自分の好奇心から出発

時事研究 奈良望

対象
学生

ビジネス・医療秘書コース1
年生

学期
区分

前期 単位数 2
必修

 

　　　　　　　〃

授業計画

　　　　　　　〃

環境問題（エネルギー・リサイクル・温暖化等について）

　　　　　　　〃

日本と世界（地理・歴史・異文化理解等について）

授業概要及び進め方の説明

教育（知識や技能の習得等について）

　　　　　　　〃

授業を通して得た知識の確認（まとめ）

日々の生活の中でニュースに接する習慣を身につけること。特に新聞に代表される活字メディアに触れてもらいた
い。図書館には全国紙・地方紙各一紙が常備されているので、空き時間によって10分間でも目を通すことが日常化
できれば、社会人になった時に大いに役に立つ。

授業方法

各授業テーマに関わる新聞記事等のプリントを配布し、現実事象を知ることから社会の仕組みや問題点を理解でき
るように心がける。講義形式の部分をなるべく少なくし、学生の持つ疑問に答えることによって授業を進めたいと
考えている。

経済・法律（貨幣・消費・司法等について）

　　　　　　　〃

仕事（就職･自立・キャリア等について）

　　　　　　　〃

家庭（結婚・家族・少子化等について）

　　　　　　　〃

準備学修（予習、復習等に必要な時間または具体的な学修内容）

社会の仕組みと問題点を理解する。

日常的にニュースに触れる習慣をつける。

成績評価の方法と割合科目の主題

メディア情報に触れることによって社会の成り立ちと仕組み、また、問題点
を知り、社会人となるための常識を身につける。

提出物（60％）
受講態度（40％）

時事問題を理解する基礎知識を持つ。

教育目標に基づく学修成果の到達目標

科目の到達目標


